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　人々が日常生活の中で生み出し、
継承してきた有形・無形の伝承で人
々の生活の移り変わりを示す民俗文
化財。
　民俗芸能はその分野のひとつで、
お祭りなどで人々が演じる歌や舞、
踊り、演劇などのことを言います。
歴史の古い民俗芸能は「伝統芸能」
とも呼ばれています。

　市は、昭和44年に「岩
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崎簓獅
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」と「重
じゅうまりゅう

松流祭ばやし」の２つの
伝統芸能を無形民俗文化財に指定し
ました。保存会や各囃子連の方々に
よって今も受け継がれています。
　市内に伝わる祭囃子の多くは重松
流ですが、このほか、神田流、鈴木
流などの流派もあります。

　市指定無形民俗文化財の、岩崎簓獅子舞と重松流　市指定無形民俗文化財の、岩崎簓獅子舞と重松流
祭ばやし。2つの伝統芸能の歴史や見どころを紹介祭ばやし。2つの伝統芸能の歴史や見どころを紹介
します。します。

▲▲重松流祭ばやし重松流祭ばやし
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岩崎村（現山口地区）の地頭岩崎村（現山口地区）の地頭
（旗本）（旗本）宇宇

う さ みう さ み

佐美佐美助助
す け え も んす け え も ん

右衛門右衛門長長
ながもとながもと

元元
が、大坂冬の陣の帰途、京が、大坂冬の陣の帰途、京
都で3頭の獅子頭を買い求め、都で3頭の獅子頭を買い求め、
獅子舞の師匠を伴い凱旋し、獅子舞の師匠を伴い凱旋し、
村の若者に稽古をさせたのが村の若者に稽古をさせたのが
始まりと伝わる。瑞岩寺には、始まりと伝わる。瑞岩寺には、
宇佐美氏の墓塔が宇佐美氏の墓塔が遺遺

のこのこ

る。る。

所沢で生まれた所沢で生まれた古古
ふ る やふ る や

谷谷重重
じゅうまつじゅうまつ

松松が編が編
み出したお囃子の流派。幕末み出したお囃子の流派。幕末
～明治期以降、行商のために～明治期以降、行商のために
訪れた各地でお囃子を伝授し、訪れた各地でお囃子を伝授し、
所沢から多摩地域にかけて広所沢から多摩地域にかけて広
まった。決まった譜を持たず、まった。決まった譜を持たず、
技を口頭で伝える「口伝」で技を口頭で伝える「口伝」で
今日まで継承されている。今日まで継承されている。

どの舞にも解説があるので、どの舞にも解説があるので、
初めて観る方も理解しなが初めて観る方も理解しなが
ら楽しめます。ら楽しめます。
　繊細な青竹と縄で作られ　繊細な青竹と縄で作られ
た神聖な舞場で豪快に舞うた神聖な舞場で豪快に舞う
獅子は神々しく、龍を模し獅子は神々しく、龍を模し
たた龍龍

たつがしらたつがしら

頭頭を使っている珍しいを使っている珍しい
獅子舞は必見！獅子舞は必見！

山車の上でのスピード感あ山車の上でのスピード感あ
ふれる「ケンカ囃子」の中ふれる「ケンカ囃子」の中
で、小太鼓2つの即興的なで、小太鼓2つの即興的な
掛け合いは、まさに息の合掛け合いは、まさに息の合
った奏者のなせる技。った奏者のなせる技。
　おかめや獅子、　おかめや獅子、天天

て んて ん

狐狐
ここ

など、など、
次々と変わる踊りの豊富さ次々と変わる踊りの豊富さ
にも注目！にも注目！

岩崎簓岩崎簓
獅子舞獅子舞

3頭の獅子が豪快に舞い踊る！ 即興で生み出される軽快なリズム
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▲▲岩崎簓獅子舞岩崎簓獅子舞

重松流重松流
祭ばやし祭ばやし

歴史歴史とと見どころ！見どころ！

　脈々と受け継がれてきたずっと変わらない所沢の　脈々と受け継がれてきたずっと変わらない所沢の
魅力。近所の神社のお祭りやお寺の行事で聞こえて魅力。近所の神社のお祭りやお寺の行事で聞こえて
くるにぎやかな音色やかけ声、心踊る舞。お正月にくるにぎやかな音色やかけ声、心踊る舞。お正月に
行った神社でお囃子を聞いた方も多いのでは。行った神社でお囃子を聞いた方も多いのでは。
　新年を飾る本号では、身近にあるけど意外と知ら　新年を飾る本号では、身近にあるけど意外と知ら
ない所沢の伝統芸能をお伝えします。ない所沢の伝統芸能をお伝えします。
問文化財保護課☎ 2991-0308文化財保護課☎ 2991-0308
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